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今後の方向性
・地域の防災関係者が気象特性や災害時のマネジメントについて知識、理解を共有し防災対応
にあたるため、必要に応じて学習する機会を設ける。
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【講演】
・演題　「総合防災戦略の実現のために」
・講師　東京大学　生産技術研究所　教授　目黒　公郎　氏
・参加者：44人（県職員）

・日本の防災研究の第一人者である講師から我
が国を取り巻く地震災害の見通しや、災害のメカ
ニズム、防災・危機管理の基本を学ぶ稀有な機
会であり、参加者は意欲と関心をもって講演に
臨んだ。
・東日本大震災や熊本地震等の実例から様々な
教訓を導き出し、災害イマジネーション能力の重
要性、災害情報のマネジメント方法等の概要を
学び、対症療法的な災害対応からの発想の転
換を図る良い機会となった。

合　　　　　　計 20,000

講演会 20,000

成果目標
（成果指標）

災害時に行政職員が為すべき役割への理解を深め、地域住民の安全確保につながる。
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木曽地域職員防災研修会
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行政職員が、地域防災への理解を深め、防災意識の向上を図るため研修会を行う。

現 状 と
課 題

近くは平成30年7月豪雨災害をはじめ、木曽地域では多くの気象災害に見舞われている中で、
住民の生命と財産を確保するため、行政職員には防災意識の更なる向上や災害時の初動対応
について理解を深める必要がある。

内 容

( 変 更 後
の 内 容 )

【講演】
・演題　「総合防災戦略の実現のために」
・講師　東京大学　生産技術研究所　教授　目黒　公郎　氏

事業期間 令和元年５月24日

実 施 機 関 木曽地域振興局 担
当
課

総務管理課　県民生活係

事 業 名 木曽地域防災研修会
8-238-2361

kisochi-kenmin@pref.nagano.lg.jp
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